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夏草の線路 
松崎 武志 

 
私が鉄道旅行を始めて今年で 18 年になる。この夏も部の生徒を引率して、久々に飯山線

と只見線に乗ってきた。旅の始まりはムーンライト信州 93 号であったが、車窓から夜景を

眺めていると、頭の中にある歌が流れてきた。 
 

♪夏草に埋もれた線路は 錆びた陽射しを集めて 立ち止まる踵（かかと）を 知らない町に誘うよ 

霧の朝いちばん最後の 貨物列車に託した 僕たちの遙かな未来は 走り続ける 

何時までもこの場所で 同じ夢 見てたはずなのに 君は今 靴紐気にして 
 
その歌は、遊佐未森（ゆさ・みもり）の『夏草の線路』であった。 
高１の春、大垣行き夜行電車（以下、大垣夜行）を使って広島に日帰りして以来、鉄道旅

行の魅力にすっかり取り憑かれた私は、高２の夏休みに鉄道研究同好会の同級生だった梅本

君とともに、上諏訪行き夜行電車（以下、上諏訪夜行）に乗って旅行をした。一旦上諏訪ま

で行ってから小淵沢に戻り、小海線に乗り JR 最高地点を目指すという旅だった。この上諏

訪夜行は、当時は毎日運転されていた。現在の夜行列車のように全席指定では無かったため、

気軽に乗れた半面、座席を確保するにはかなり前から並ばなくてはならなかった。 
1990（平成２）年８月１日。この日は高校の登校日だったので、一旦自宅に戻って、久留

里線・内房線・総武線・中央線と乗り継いで、19 時頃新宿に着いた。私は 22 時前から並べ

ば大丈夫じゃないかと思ったが、旅慣れている梅本君の提案にしぶしぶ従い、５時間前から

並ぶことになった。上諏訪行きの入線するホームに行くと、待っている人はほとんどいなか

った。反対側のホームに中央線の上り電車が次々到着しては発車する中、当時新宿駅が独自

に製作していた発車メロディーを録音したりしつつ、ひたすら座って待っていた。そのうち

ホームのあちらこちらには、人が列をなして座り始める光景が見られるようになった。 
 23:30 頃、上諏訪夜行が入線してきた。大垣夜行は上り・下りがあり 165 系車両が運用さ

れていて、まだ長距離利用者に配慮されていると感じたが、上諏訪夜行は下りのみで、しか

も 115 系車両だった。新宿を 0:01 に出発し、5:46 に上諏訪に到着する、登山客のための列

車だった。そもそも新宿－上諏訪間は特急を使えば所要時間は２時間半前後で、夜行を設置

する距離では無いため、大月で 30 分、甲府では１時間停車した。上諏訪夜行はその後のダ

イヤ改正で、大月を１分停車にする代わりに、甲府で１時間半余り停車するようになった。 
定刻通りに発車した上諏訪夜行は、新宿を９分後に出発する中央特快を高尾で待ち合わせ

るため、藤野辺りまでは混雑していたが、大月までにはかなり空いてきた。18 きっぷを使用

していたので、大月や甲府、小淵沢での長時間停車の際には乗り降りは自由だったが、床に



 
- 93 -

新聞紙を敷いて寝ている登山客がいたので、降りづらかったのを記憶している。 
 すずらんの里辺りでうっすらと空が明るくなってきた。終点手前の茅野では完全に夜が明

け、上諏訪に定刻通りに到着した。駅のホームには、現在では足湯だが、当時は露天風呂が

あった。梅本君が入ろうとしたがすぐ出てきた。午前６時から営業なので、湯船にお湯が無

いとのことだった。しかも狭いので、登山を終えてきた人が入ってきて、混み合っていると

教えてくれた。 
 その後、上り電車に乗って小淵沢に戻った我々は、小海線に乗り換えた。今でこそキハ 110
系が運用されているが、当時は旧き良き時代の国鉄形気動車だった。清里で下車してから野

辺山方面に向かい、歩きながら草の生えた小海線の線路を見た。アルバイト代を貯めて買っ

たカセットテープのウォークマンで『夏草の線路』を聴きながら、小諸まで小海線に乗った

記憶。冒頭で蘇ってきたのは、そのときの記憶だった。 
 その後、小海線で小諸に向かい、まだ在来線が走っていた軽井沢－横川の“碓氷峠越え”

を初めて味わい、上野に戻ったのだった。 
 上諏訪夜行は３年後に利用客の減少から廃止され、臨時運行の快速松本行きとなり、やが

て現在のような全席指定のムーンライト信州号へと形を変えていった。大学の鉄道研究部に

所属していた私はその際、上諏訪夜行惜別のコラムを機関誌に執筆した。 
 夏に中央線に乗って旅行をしていると『夏草の線路』を思い出す。まだ見ぬ鉄路の先への

強い憧れを抱いていた、高校生の頃の自分とともに。 
 

枕木は季節を数えて 蒼い土へと帰るよ 少しずつほどける あの日の遠い約束 

ポケットに忘れてた 石ころを高く投げてやろう 赤茶けたレールの向こうへ 

何にも気づかずに 通り過ぎてしまえそうで 何処まで歩いても 終わりのない夏の線路 

（作詞・工藤順子 唄・遊佐未森 ESDB 3078 1990 年 3 月 21 日発売） 

 
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 
私はこの３月までは東急東横線沿線の元住吉に住んでいたが、４月に京急大師線沿線に転

居した。京急川崎で乗り換えて泉岳寺まで通勤しているが、川崎から品川までは座れた試し 
が無い。しかも新聞が読めないほど混雑している。大師線からの乗り継ぎも悪く、平均で６

分以上待たされる。 
 東横線も混雑はしていたが、それでも武蔵小杉から始発の目黒線に乗り換えるとまず座る

ことができた。仮に座ることができなくても、新聞を読むことはできた。武蔵小杉では同じ

ホームでの乗り換えで、しかも乗り継ぎも良く１分も待たなかった印象が強い。 
 京急の車両に憧れを抱く生徒は多い。しかし、2100 形が混雑時にやってくると非常に腹立

たしい。泉岳寺が目的地の我々にとっては、品川止まりの電車は歯がゆい。すべての列車に
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泉岳寺まで行ってほしいとは望まないが、朝の通勤時に 10 分近く待たされるのは精神衛生

上よろしくない。 
 余談だが、一度品川止まりの 2100 形快特に乗ったところ、寝過ごしてしまい、そのまま

引き込み線に入ってしまったことがあった。いずれ品川始発の快特になって下りホームに入

るだろうと思っていると、車掌がやってきて「ドア脇のボックス座席に移動してお待ち下さ

い。」言われるままに移動すると、真ん中のクロスシートが自動的に逆向きになった。引き込

み線でしか見られない、貴重な光景だった。 
 私よりもはるか昔から京急を利用して通勤している古参の教員に、東急線との違いや不

満・惨状を訴えると、「京急は羽田空港線を中心にダイヤを編成している」「普通電車しか止

まらない、特急通過駅はどうでもいいと思っている」と話してくれた。 
 かつて鉄研でも「ＫＴＱ」と称して、京急と東急を比較研究したことがあった。その頃は

まだ京成線の青砥に住んでいたため、東急や京急には無知であった。反町のことを平気で「そ

りまち」と読み、部員に失笑を買ったこともあった。しかし、両者の沿線に住み、実際に利

用することで見えてくる虚像と実像がある。京急の一方的な礼賛にはアンチテーゼを持ちつ

つ、今後も研究していきたい。 
 
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 
 今年は十名以上の中一生徒が鉄研に入部し、部員数はついに 30 名を超えた。高輪には運

動・文化系合わせて 30 以上のクラブおよび同好会があるが、30 名以上の部員を抱える団体

はそう多くはない。文化系に限定すればトップクラスではないだろうか。 
ただ部員数は繁栄の指標にはならないと、私は考えている。むしろ私が感慨深いのは、中

一から高 3 まで全学年に部員がいることである。顧問になってから９年目で初めてのことで

ある。学年によって部員数に偏りがあるのは事実だが、少数でも全学年に部員がいれば、少

なくともあと６年は存続していけるし、活動方針や技術・知識が伝承されていく。 
現在の高３部員は３名だが、三者三様だった。しかし、３人それぞれが個性を発揮し、活

動に参加し続けてくれた。引退後も時々顔を出してくれた。後輩たちのために自らのレール

を、大量に貸与してくれた。顧問が学年の教員だからという理由で入部する傾向はどこの学

校でもどこの部でもあると思う。しかし、私が授業に全く携わらなかったにもかかわらず、

彼らは純粋に鉄道に、そして鉄研の活動に魅力を感じて、活動に参加してくれた。 
６年間、本当にありがとう。今後も視野を広げ、独自の視点から幅広い『旅行・鉄道研究』

を続けていって欲しい。 


